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１、2016モニタリング報告－６ 

シラタマホシクサが増えました！ 
 葦毛湿原ではシラタマホシクサ（県絶滅危惧Ⅱ類）が満開になっています。今年はシラ

タマホシクサが顕著に増えました。分布面積が昨年の２倍ほどに増えたように見えます。特

に増えたのがＣ・Ｇ・Ｅ地点で、平成 26年度にバックホーで抜根をしたところです。 

Ｃ・Ｇ地点は湿地南側で、湿地中心部を被陰していた森を伐採して日照を確保したとこ

ろです。平成 24・25年度に木の伐採を行い、平成 26年度にバックホーで木の根の抜根と、

ネザサ・コシダの根の層を除去しました。この根の層を除去したところで、昨年帯状にシ

ラタマホシクサが復活しましたが、そこを中心に面的に分布を広げました。なお、春の経

年変化については、葦毛通信 No.38に掲載しています。 

Ｅ地点は、平成 24年度に大規模植生回復作業を最初に始めたところで、手作業で木の根

を抜根し、表土層を除去したところです。ここでも今年顕著にシラタマホシクサが増え、

水の流れに沿って幅広く群落を形成し、川のようになりました。 

Ｃ地点 

 右写真はＣ地点

中央からＧ地点の

方向（東から西）を

見たところで、湿地

中心部の南側の森

だったところです。 

 写真中央にはシ

ラタマホシクサ群

落が大きく広がっ

ています。右端（下

流側）にはわずかに

ヌマガヤが見えま

すが、ここから右側

が湿地中心部です。

左端（上流側）はバ

ックホーで抜根し

た木の根を林縁部

に仮置きしたとこ

ろで、そこから多くの植物が出現してマント群落のようになり、土手状になっています。

バックホーで抜根した１年目は礫が目立つ裸地で、シラタマホシクサが帯状にわずかに発

芽しましたが、今年は一気に増えて大きな群落になりました。この写真の後ろ側（東側）

はやや乾燥しており、そこではアリノトウグサが大きな群落をつくりました。同じような

地形ですが、水分条件や埋土種子の違いにより出現する植物の種類が異なるようです。 

 

Ｃ地点：2016年 9月 15日（抜根後２年目） 

上流部で面的に広がるシラタマホシクサ群落 
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Ｇ地点 

 写真上（2014年）は、中央か

ら右側、手前から奥にかけてが、

木の伐採と除草を行った部分

です。手前の草のない部分はコ

シダ群落だったところで、地上

部を除去しただけの状態です。

黒くなっている部分には、コシ

ダの根の層が残っています。中

央から左側にあるイヌノハナ

ヒゲ群落の縁に沿って、わずか

にシラタマホシクサが帯状に

伸びているのが分かります。 

 写真中（2015年）は、バック

ホーで木の根の抜根、ネザサ・

コシダの根の層を除去した後

の状況です。作業後、半年たっ

ても植物の復活が少ないこと

が分かります。この写真だけを

見れば、石がゴロゴロした裸地

の状態で、バックホーによる作

業が自然を破壊してしまった

ようにも見えます。 

 写真下（2016年）は、ほぼ全

面でイヌノハナヒゲが優勢に

なり、大きな群落を形成しまし

た。38号で報告した６月時点で

は、まだ地表面に礫が見えてお

り、地表面全体を植物が覆うの

は来年になると予想しました。

しかし、予想以上にイヌノハナ

ヒゲが優勢になり、地表面の礫

はほとんど見えなくなりまし

た。2015年の状況と比較すると、

その差は歴然です。２年目でこ

こまで植物が復活するとは思

っていませんでした。 

 春から夏にかけては、イヌノ

ハナヒゲばかりが目立つ状態

で、このままイヌノハナヒゲだ

けの群落になるのかと思って

いました。しかし、全体写真で

はやや分かりにくい状態です

が、イヌノハナヒゲ群落の多くの部分でシラタマホシクサが出現しました。イヌノハナヒ

ゲが優勢な状態では分かりませんでしたが、シラタマホシクサが開花して、分布の全体が

 

Ｇ地点：2014年 9月 11日（木の伐採・除草のみ） 

 

Ｇ地点：2015年 9月 3日（抜根後１年目） 

 

Ｇ地点：2016年 9月 11日（抜根後２年目） 



分かるようになりました。イヌノハ

ナヒゲは既に開花が終わり、群落の

主役はシラタマホシクサに交代し

ています。 

また、Ｇ地点上流部ではシラタマ

ホシクサが面的に広がり群落を形

成するところがいくつも見られる

ようになりました。上流部はイヌノ

ハナヒゲが少なく、シラタマホシク

サ主体の群落になっています。 

 Ｃ・Ｇ地点では、今年は予想以上

に植物の復活が見られました。シラ

タマホシクサも一気に増えたよう

に感じます。これは、バックホーで

木の根の抜根と、ネザサ・コシダの

根の層を除去したことが大きな要

因だと思います。 

バックホーによる作業では、良好

な湿地だった頃の地表面を正確に

露出させることを心がけ、掘りすぎ

ないようにネザサやコシダの根の

層だけを慎重に除去しました。それ

は、これまでの作業の結果や試掘調

査の知見から、土壌シードバンクは薄

いということが予想できるように

なったからです。 

Ｅ地点  

Ｅ地点は 2013

年 1月に始めた大

規模植生回復作

業の最初の作業

地点です。作業前

には森だったと

ころで、作業直後

は礫だけが目立

つ裸地になりま

した。しかし、作

業直後から水の

流れが現れ、かな

りの水量になり

ました。今年は作

業後４年目にな

り、シラタマホシ

クサが目立って

増えました。昨年の状況は葦毛通信 No.29で説明しています。 

 

イヌノハナヒゲの中から出現したシラタマホシクサ 

 

Ｇ地点上流部で面的に広がるシラタマホシクサ群落 

 
2013年 9月 2日(作業後１年目) 2014年 9月 10日(作業後２年目) 



前頁左（ 2013

年）は作業後１年

目で、シラタマホ

シクサ等がわず

かに発芽し、礫が

目立つ裸地の状

態です。 

前頁右（ 2014

年）は作業後２年

目で、シラタマホ

シクサやヤチカ

ワズスゲが増え、

周りから植物が

増えているのが

分かります。 

右写真左（2015

年）は作業後３年

目で、バックホー

の作業後１年目

です。中央の水が

流れている部分

には植物が少なく水道として見えていますが、植物が

目立って増えているのが分かります。他の地点でも、

作業後３年目で植物の発芽量が増えることが観察さ

れていますが、ここも同じ状況です。また、イヌノハ

ナヒゲが目立って増えているのも他の地点と同じで

す。シラタマホシクサは、手前の水際や、水道の周辺

のイヌノハナヒゲ群落の中にまばらに見られます。 

右写真右（2016 年）は作業後４年目で、バックホ

ーの作業後２年目です。中央部の水道はほとんど見え

なくなり、手前の冠水した部分も植物が増えて礫が見

えるところが少なくなっています。写真手前ではシラ

タマホシクサが増えているのが分かりますが、写真中

央から奥にかけて白くなっているのもシラタマホシ

クサ群落です。シラタマホシクサは水量の多い所を中

心に分布を広げて密度も高くなっており、水道に沿っ

て太い川の流れのようです。30 年ほど前は天の川の

ようだったと言われていましたが、その状態に近くな

ってきたと思われます。右写真下は上の写真の上流部

で大きな礫が目立つ裸地です。シラタマホシクサが大

きな群落をつくっているのが分かります。 

Ｃ・Ｇ・Ｅ地点はバックホーで抜根とネザサ・コシダの根の層を除去したところですが、

いずれの地点も２年目に植物の発芽量が顕著に増え、水分が多い所ではシラタマホシクサ

が大きな群落を形成しました。「土壌シードバンクを深く撹乱せず、上に溜まった堆積物を正確

に除去すること」により、埋土種子の効率的な発芽が促されたと考えられます。 

 

2015年 9月 3日(作業後３年目) 2016年 9月 11日(作業後４年目) 

（バックホー作業後１年目）  （バックホー作業後２年目） 

 

2016年 9月 15日(作業後４年目) 

上流部に広がるシラタマホシクサ  


